
予

定

・

目

標

実

績

(

評

価

)

実

績

(

評

価

)

→推進予

定

・

目

標

2018(H30)年
度の取り組み

2017(H29)年
度の取り組み

（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 健康部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

昭和41年の検診の開始から胃部Ｘ線（バリウム）検査法による胃がん検診を実施してきた。
胃がんによる死亡の抑制を図るとともに胃がん検診受診率向上を目的として、平成26年度からピロリ菌検査（胃がん
対策推進事業）を開始するなど取組を続けている。

各種がん検診推進事業

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

健やかに、生きがいを持って暮らせるまち
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定

・
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(

評
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)

６　誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち

事業概要
（目的・内容等）

胃がん等の各種がん検診などの受診に対する支援を行うことにより、がん検診の受診率向上を図る。
【拡充】
胃がん検診について、これまで35歳以上を対象に胃部Ｘ線検査を実施していたものに加え、50歳以上�胃部Ｘ
線検査と内視鏡検査との選択制とする。

保健センター事業名 45

市
長
公
約
と
の
関
係

胃がん検診に内視鏡検査を導入するため、枚方市医師会とともに準備をした。
医師会主催の胃がん検診委員会にて、安全で精度が高い胃内視鏡検査の導入に向けて検討を行った。
市内委託医療機関への説明会を実施、取扱い医療機関22施設が受託決定。（平成29年度より実施）
　平成28年度　胃がん検診（バリウム検査）受診率　3.8％

所信表明

→推進

・各種がん検診の実施
【拡充】
・胃がん検診に内視鏡検査を導入

2017(H29)年度
市政運営方針

○
胃がん検診において�、受診率の向上を図るため、国において死亡率減少に効果があると報告があった
内視鏡検査を導入する。

３　誰もがいつまでも健康に暮らせるまちをつくる

３　市民の健康増進や地域医療の充実を図る

１　誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち

総
合
計
画
と
の
関
係

（関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

基本目標

施策目標

総

合

戦

略

と

の

関

係



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

指標の説明

目標値(H31)

指標名 施策指標

目標値(H31)

H28

H31指標名 H26

指標名

指標の説明

指標の説明

市が実施する胃がん検診の受診者／対象者
（40歳以上）

単位

H30

単位H26 H29

指

標

の

実

績

（

評

価

）

目標値(H31)

単位H31H29H26 H27

22.4

0整備事業の場合の総事業費 00

事業費（決算ベース）

94,729

2017(H29)年度

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出

指

標

の

実

績

（

評

価

）

H30H27 H28 H31

施策指標

2019(H31)年
度の取り組み

予

定

・

目

標

3.8
（旧基準：6.8）

5.0

H29

今後の対応

読影委員会などを通じ枚方医師会とともに、精度管理や偶発症対策等に取り組み、円滑な検診導入をすすめる。
内視鏡検査を含めた胃がん検診等の周知に関して�、広報や健康講座・各種健康教室などで普及啓発をすす
めていくとともに、国民健康保険室の特定健康診査の受診券の送付時や長寿社会推進室が発行する介護保険
料決定通知書送付時に、がん検診啓発チラシを同封するなど、いろいろな機会を通じ広く周知を図る。

課題
胃がん検診内視鏡検査について�、精度管理の方法や偶発症対策等、導入後の精度管理が必要。
胃がん検診の受診率の向上のため、胃がん検診内視鏡検査を広く周知する必要がある

→推進

施策指標
指

標
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（
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価

）

○

指標の説明

市が実施する大腸がん検診の受診者／対象
者（40歳以上70歳未満の者）

平成28年度　受診者数　24,462人（40歳～69歳14,164人）
(平成28年度から受診率の算定方法が変更され、対象者の母数が全人口となった。）

4.8

指標名

指

標

の

実

績

（

評

価

）

H28

目標値(H31)H27

胃がん検診受診率

平成28年度　受診者数　5,874人（内訳：40歳未満119人、40歳以上5,755人）
(平成28年度から受診率の算定方法が変更された。対象者のが全人口となり、受診者数�「前
年度受診者」と「当該年度受診者」を足した数から「2年連続受診者」を引いた数となった。）

H31H30

大腸がん検診受診率 20.8 8.3
（旧基準：21.3）
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H28 H29 単位H30

H26

達成状況（実行計画） ○：達成に向けて進行・継続中

0

0

達成状況（市長公約）◎：事業完了・目標達成

関連指標
施策指標

H27

府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 94,729

2019(H31)年度 0

2018(H30)年度


